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　硫酸形陰イオン．鑓換樹脂によリウラン蓬．倣の元素、．ら

鑓絹懲方法は，欝55年s．F紬鍵，R、．K難、麟碧にC妻

って始め気発1擬され．，その後S．F翻燈r，R，．K叉瓢、h書）お

．諏び登．」．纐燃，R．」．M（願s，舞，w．F驚wl三は，1蝉

ウラ鵜ル溶液（P蕪1．．○鯉三，．5）オ硫酸フ麟陰イオン1換、講

！籏こ通してウランを1輩瞭しめたのち，過1、、，、素酸によ酵

溶／建し，水酸化ナトリウムおよび過酸化水素を加賭』ぐ嚥

ヌげ破法でウ鷺ノをヌ叢するという…搬鉱ジξ泌対すタ、灘

析方濠を発表した撫さらに蕪．V．＄麟汐はセリウム，

アル．カリ金／　いくつかの譲鱗の金属か診愛ランを．．灘、．巣．

する方法に1ついて，Gj3灘驚頑醗およびA．銭、、汽．，鷺蕪罫ず｝）

はビ，スマス中のウランの定歎に，品／聴はポーラ欝グラ

フ薬去によるウランσ）定二i黛に1，S．M．Kh曙慮凝およびA、，蕉1．

D♂）は核分裂　．成物のおもな灘．蝦であるセリウム，　ジ

ル業嵩ウム，セシウム，銀，カドミクムなどのウラン定

量1に及ぼす藷　l！lについてなど，硫酸形陰イオン交換樹騰

を用いた研究を発1熱ーたΦまた工粛．R、．嫌灘y，．N．鷺．

細蝋，」、R疑瓢職1お，よび＄．璽醸i導）は，硫酸1騰イオ

　寧毯蓼

ン嚢換蜂鮨に疑ゾ蕪リヅデン，ウラン，ニオブ，ダング

ステン，プ則・ア好膿ヴム，トい匁・，ルテ頴ウムな

どのヌ1について，瞬的研、灌溢徹、，無た、，

　・冊ナズ禽沖の穿ラン分、鷺方法は1ドにi薫継二、誤舞賂

“ウラン・室奮欝　　　1隔雛）ヴ傍ン分貌乃年法繍）蝶，二　乏1光光／鷺

浸ミ，　　　 　鞍窃）窯滋麟オUl莞ノ鷺さ；オ1、ご～ハ糖）オζ，　妻狭善設罫層要欝虻讐隔転

るため二、1糊、．、、醤ヒ法第欝解）／罵ほ、．媛蝋蕉期に際／．’

て，そナズ、一殴三沖のケラン、踊麟煮、貯．1ン酸ト貌ブチル

でウランを抽1。11し藁酸化，水素窯たはオキシンに、類艮光

麹、餐法に改正された玉‘導崇しか1｝1，，fらは，細ナズ」沖
のヴラン紬析鵬ξし，試編睡遇酸化ナト1戸知べて翻麟後

水で手鮭嚢し，疇罐に溶解し〆たのち煮沸して大1姿醗の希．五

鰯欝，妻てびトリウムを除・く韓次にアス灘ノいごン鐸菱でセ1声ウ

ムなどを還元したのー1擁戴を灘製曜、，硫醐鵬琴・け〉／交

掬欝傭に通1，、ノてクラン蹴薦蝦め，過．l！麟饗酸で2額轟、i、1

後，蠣靴ナトリウム，懸駿化水憂，糞に，よ　鮮菰「幻貯、！鐙

づ乃ンを芝、嚢げる方法麟　 ど、ぐ，こ才／．について検討し．

藤蕪すべ誉乱を得拙）でここ．に報，賢る。

』凝譲！ミにql＝れば，大紛≠汁！l軽ンi勝ウム，ジル㌃汐

ムなども特甥な分麟．螺1作を蕎な、＞ことなく大部分除去獣

撫’，　」蕪ナ．ズ鋭涯猿1翫鎖て〉ランは鶴繋魏に＞、鯵　　釘るこ急と矯禽でき
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酸（鐙％）で2ぐ）分処理したのち，洗液が中性となるま

で1先浄して保フ存する。

　イオンi交蓬典榿携欝カラム1ジi菖1選1に暫ヤずカラムに、1癬脂を

碁｛〕驚の講尋さにi雛1ダ）蒸）導

　ウラン標準～容液ξ特級硝酸ウラ畿ノレξ1水塩99を少籔

の水に溶解し，硫酸5凱～を加えて；塘熱し，硫酸由煙を

発生させたのち；衣で50（）罵！とする。濃弩教よ硫酸第2セ

リウム契二、よ蓋プ容1垂雛二お築勤”巻シ1藁護ごし，激二。
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溢轡）で澄憲走し．たむ実1験に際し．，コ水酸・慮ナトl／轡ムでll、歓殿

させ硫酸に溶解して硫酸塩どして用いた鞭
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　水酸化ナトリウム溶液（εモル）1水酸化ナト暮、ウム

i2（）9を水轍薪容解孔』ぐ淑）（）凱～、と：する。
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　そグ．）織の試薬もi級一特級のものを用いた．

　分光光電光度計員ヨ立製聡PV嫁型，鈴鞍鎮，5蟹獄膿

液ソウ。

　　　　　1ヨ［宣1峯三垂鷺墨｛込痩一生璽墨

3．分続方法

　雲．量饗　欝

　試料を過酸化ナトリウムで融解したのち，硫酸で1処理丁

して大部分の希土類およびトリウムを除くと同時に硫酸

塩にかえる．次にアス慣ルビン酸でセリウムなどを遣尤、

したのち，p猟を調節し硫酸形陰イオン交換樹脂に1、融し

てウ勢ンを厳蕎せしめる、，過壌素酸で溶1離したのち，水，．

酸化ナ1勝ウム，過艘化水素に、よる吸光光度法でウラン
噺幽　 r議一炉E証ぜi旧．葛［】　認炉

　　　．蓼慰褥

　露．黛繰作

　（1i）　試料｛）．5gを正確裟アルミナルッボにとる瀞

　（21）　過酸化ナトリウム4怠を加え，始め低湿で熱

し．，そ余．々1こ1温穫1を葛め卿ぐ1欝満飾熱σ）稽琵鷺で数ランぎ絹融解を行ー

なう。

　（3）　冷薦！後，　ルツボはピーカ～（1容ま嚢・淑1（）m♂）に．

入れ，約蔦（）難♂の水を加えて加濃し報曲する鞭

　（4）　アルミナルツボをとり出しノ，水洗したのち，硫、

嚢裟　（！率美）5勲～　で封“着／ノている誤二暴糞を孝容角奉して扶ゴーヵ

一一1こ甥『iジ勤る。

　（難）　硫酸（i十ゆ鍛／ソを加えて酸性とし，欝紙パ

、ルプを窺疲』ぐ蓑過する誉水で洗灘・する。

　（彗）　欝液を数分闘煮沸したのち，讐紙パルプを加え

て潰家繊し．蓼水で蟄盤箏するく、

　（7）　冒液を冷却後瀞），　アス鷲ルどン酸○．2gを加

　　　　　　　全量を約3（瓶痴にうすめる沿

　（8）　ご、才しに増爆俊イヒナトリウム～容薯菱（窃避ノレ）を～蘭力1二1、

して茎）鑓を！．／）　i．暮とする。

　（嚢）　葎凝夜を1壌イオン蒙藁奨繊君旨カラムに・霧馨ラ〉2～3撒ガ

の1流露圭即欝演獄ノ婁　ビー一・療一はガくで1先浄・1ーてカラムに澄三ぐ萄

　ぐ凱の　　，カラム 鉱グ）分夢歳雛繭トを　蚊）・｝激擁熟」　ジ）水て葺先

浄し，さら轍1水蔵（）（）翌／顯をカラムに流し洗浄する⇔

　（葺．）　カラムに過蟻素酸（エモル）5（〉蹴～を毎分遷．趨葺

継／ゲ幡瀧議疑で携辺し，　溶薩聾季夜を鼠）Om／メ．スフラ、ス雛に桑費

けるの

　（獄）　水酸化ナi講／ウム溶液（（3そル）器熱／，過酸

化水素水（3（／％）（）．5鶯／を加え，1水』で標線まで5すめ，

，，！てく、ぶ陶りま一ぜる○

　（懲）　乾燥欝紙で購3趨し，欝季夜の一一部を50m鷺液ソ

ウにと穀，水を対照液として，波提380雛μで吸光度を

　1、窪三D　 この陪セ身一漿の溢譲奉乏を垂1三ずるがア蹴鷹ノ1・ビン藁菱を

　　　嘱1．之、れ、／潟1容／騨する⇔
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漫！定する爺

　（慧）　あらか／》め作ってある検量線を用いてウラン含

．有率を算出するむ

婆．　輿験結果および考難

　羅．翌硫酸藩畿および加水分解物綜．歓難轡讐ンの共灘

　モナズ鉱，石傷を過酸イヒナトリ　ゆム驚融解蕾棄，　イ流1駿酸4豊と

すれば，大部分の職土類元素は硫酸塩とし、て沈殿しト華

穿ムの…部もi瞬時に乞糠歎する⇔またウランと隅餐織尉壌ミイ

ォン、剣鶯脂に1．入欝されるジルコ瓢ウムなどもリン酸塩

として沈殿す愚。またこれらの沈殿を欝過したのち，照

液を煮沸すればさらに1少還1の沈！般を生ずる。こ療）の沈

殿中にどの1度ウランが共沈するか検討してみた．

　蕎圏産のモナズ精鉱（分翫結1・は第工表に示む1）．磐

暴をとり，3．黛操作（ρ酬⑥に従い処理して得た沈殿

を藷ッケルルツボに麹し，灰化したのち，螢光法勲にょ

りこれらの沈殿と共沈し、聰＿ウラγを定量した農結1妥を嘉
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るように，カラムに暴毒す警薫量1も多く，観護竣イオンの1農度

も高いΩこのために石酸の使用葦．．ζ穿ランの吸着につい

て実験を行なった．

　硫酸の一定量をとり，礁（）碁嫌璽相当量を力薩，次

に水酸化ナトリウム溶液（馨そル）を，大部分の酸を中

灘二1するとともに1籔蟹鰭工蕪（）蹴嘉とした1潔露こ撃　夏》鷲がL〔）

一／，嚢になるように加える．アスコ～ルビン酸○．慧慕を撫

えて溶解し，全叢、を欝（）瓢」にうすめる．以下3．鮒作

に輝じてヴランを定灘二す齢鎌騨課；を第3表に示す藤
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　これらの！酸給土建嫁よび煎麟丈ラン舞瀦物ど詳疑1太するウラン

は，きわめ’少なく，騰ナズ遷、，躍漣）ウラン禽黛と比較す

れば，無雛することができる。

　墨．窯　礫酸齢影饗

　硫酸とウラン棚、蓄との関係については，　臨総中♂）

が欝（撚灘驚強×！（〉を用いて検討して『いるが，筆旛bの場

魯A瓢暴欄／量驚CG徽）（1を用い多3．1壽癖茎ヂ暮の項か1三）才穿か

　したがって3，2操脅凝）ように，試料を過酸化ナトリウ

ム＼恢、、独解葬1祓、たのち撃アルガリ櫛中矛爵等諜ζび聾慮舞戦の韓容憩挙に
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